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歴
史
を
左
右
す
る
も
の
は
、
政
治
や
経
済
（
産
業
）
や
人
間
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
が
相
互
に
複
雑
に
作
用
し
な
が
ら
、
歴

史
は
展
開
す
る
。
だ
が
ど
れ
が
一
番
大
き
な
要
因
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
多
分
人
間
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
考
え
る
の
が
本
書

の
結
論
で
あ
る
。
正
確
に
は
、
政
治
や
経
済
や
人
間
を
さ
ら
に
左
右
す
る
根
本
的
な
要
因
は
、
自
然
で
あ
る
と
考
え
る
。

歴
史
を
左
右
す
る
の
は
、
経
済
（
産
業
要
因
）
で
あ
る
と
か
、
軍
事
な
ど
政
治
（
政
治
要
因
）
で
あ
る
と
か
言
は
れ
て
き

た
。し
か
し
日
本
は
第
２
次
大
戦
に
敗
戦
し
政
治
経
済
的
に
最
悪
の
状
態
か
ら
４０
年
で
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
成
長
し
た
。

こ
れ
は
人
間
的
な
も
の
（
人
間
要
因
）
が
原
因
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
世
界
を
流
浪
し
固
定
し
た
政
治
経
済

体
制
に
帰
属
し
て
い
な
く
と
も
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
も
人
間
的
な
も
の
（
人
間
要
因
）
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
結
局
、

歴
史
を
動
か
し
て
い
る
も
の
は
、
人
間
の
意
欲
（
状
況
対
応
志
向
）
と
能
力
（
状
況
対
応
力
）
が
一
番
で
は
な
か
ろ
う
か
。

人
間
が
、
真
面
目
に
働
く
意
欲
や
、
政
治
を
真
剣
に
考
え
る
意
欲
、
熱
心
に
出
産
育
児
・
教
育
学
習
す
る
意
欲
（
勤
労
志

向
・
政
治
志
向
・
人
間
養
成
志
向
＝
状
況
対
応
志
向
）
を
も
ち
、
労
働
能
力
や
政
治
能
力
（
状
況
対
応
力
）
を
磨
か
な
い
と
、

そ
の
国
や
民
族
は
発
展
し
な
い
。
生
物
は
環
境
へ
適
応
で
き
る
種
が
生
き
残
る
。
人
間
も
同
様
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

人
間
の
意
欲
（
状
況
対
応
志
向
）
や
能
力
（
状
況
対
応
力
）
を
、
阻
害
す
る
宗
教
や
政
治
体
制
が
あ
る
と
、
そ
の
民
族
や

国
家
は
衰
退
す
る
。
ま
た
民
族
や
国
家
が
発
展
し
過
ぎ
て
裕
福
に
な
る
と
、
人
間
が
贅
沢
に
な
っ
て
享
楽
的
（
娯
楽
志
向
）

に
な
る
。
人
間
の
意
欲
（
状
況
対
応
志
向
）
が
弱
ま
り
、
能
力
（
状
況
対
応
力
）
を
磨
く
こ
と
も
な
く
な
り
衰
退
し
て
い
く
。

い
わ
ゆ
る
先
進
国
病
が
発
生
す
る
。
こ
と
に
宗
教
は
そ
の
狂
信
性
と
硬
直
性
か
ら
、
人
間
の
柔
軟
性
を
弱
め
て
人
間
の
能
力

（
状
況
対
応
力
）
を
低
下
さ
せ
る
。
民
族
や
国
家
の
衰
退
を
も
た
ら
す
こ
と
が
多
い
。
宗
教
的
な
面
か
ら
み
る
と
、
日
本
人
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は
宗
教
心
が
希
薄
で
あ
る
。
そ
の
た
め
宗
教
に
よ
る
能
力
（
状
況
対
応
力
）
の
阻
害
が
少
な
く
民
族
の
発
展
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
宗
教
の
中
で
も
例
外
的
に
人
間
の
意
欲
（
状
況
対
応
志
向
）
や
能
力
（
状
況
対
応
力
）
を
阻
害
し
な
い
の
が
、
ユ
ダ

ヤ
教
や
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
ろ
う
。
ユ
ダ
ヤ
教
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
優
秀
だ
か
ら
努
力
（
状
況
対
応
）
を
す
れ
ば
必
ず
成
功
し
ま

す
よ
と
す
る
。
意
欲
（
状
況
対
応
志
向
）
を
鼓
舞
し
創
意
工
夫
し
て
能
力
（
状
況
対
応
力
）
を
磨
く
こ
と
を
奨
励
す
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
は
、
本
来
精
神
的
な
純
粋
性
を
求
め
る
だ
け
で
俗
世
間
の
人
間
の
行
動
に
余
り
干
渉
し
な
い
か
ら

で
あ
ろ
う
。
仏
教
も
、
俗
世
間
か
ら
逃
避
し
精
神
世
界
に
こ
も
る
の
で
キ
リ
ス
ト
教
に
似
て
い
る
。
こ
う
考
え
て
み
る
と
、

ユ
ダ
ヤ
人
や
日
本
人
や
キ
リ
ス
ト
教
の
民
族
や
国
が
発
展
し
、
イ
ス
ラ
ム
教
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
民
族
や
家
が
停
滞
し
て
い

る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

政
治
体
制
の
面
か
ら
見
る
と
、
古
代
国
家
や
共
産
主
義
は
、
人
間
を
管
理
束
縛
す
る
（
独
裁
国
家
）。
そ
の
た
め
人
間
が

意
欲
（
状
況
対
応
志
向
）
や
能
力
（
状
況
対
応
力
）
を
磨
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
特
に
人
間
が
や
っ
た
（
状
況
対
応
）
だ
け

の
こ
と
に
対
す
る
見
返
り
（
成
果
）
が
保
障
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
人
間
の
意
欲
（
状
況
対
応
志
向
）
が
な
く
な
く
な
る
。

そ
れ
ら
の
政
治
体
制
下
で
は
民
族
や
国
家
の
発
展
は
余
り
望
め
な
い
。

つ
ぎ
に
人
間
の
意
欲
（
状
況
対
応
志
向
）
と
能
力
（
状
況
対
応
力
）
な
ど
人
間
的
な
も
の
（
人
間
要
因
）
が
歴
史
を
左
右

す
る
と
し
て
も
、
な
ぜ
日
本
人
の
よ
う
に
宗
教
心
の
希
薄
な
民
族
が
い
た
り
、
宗
教
心
に
厚
い
民
族
が
い
た
り
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
日
本
人
は
、
島
国
（
閉
鎖
地
形
）
に
暮
ら
す
た
め
戦
争
が
少
な
く
平
和
で
あ
る
。
人
間
同
士
の
争
い
が
少
な
く

（
嫌
争
型
）、
人
間
同
士
が
協
力
し
て
集
団
を
構
成
（
集
団
依
存
型
）
し
、
物
事
に
対
処
（
状
況
対
応
）
し
て
い
る
（
集
団
依

存
嫌
争
型
＝
集
団
で
物
事
を
対
処
し
争
い
を
嫌
う
）。
そ
の
他
の
大
半
の
民
族
は
、
大
陸
（
開
放
地
形
）
に
暮
ら
し
、
他
民

族
と
の
戦
争
が
多
い
。
人
間
同
士
の
争
い
が
激
し
く
（
好
争
型
）、
人
間
同
士
が
協
力
し
て
物
事
に
対
処
（
状
況
対
応
）
で

き
な
い
。
宗
教
に
す
が
っ
て
（
宗
教
依
存
型
）、
物
事
に
対
処
（
状
況
対
応
）
す
る
し
か
な
く
な
っ
た
（
宗
教
依
存
好
争
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型
＝
神
の
指
示
で
物
事
を
対
処
し
争
い
を
好
む
）。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
本
書
の
結
論
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

日
本
人
は
宗
教
に
拘
束
さ
れ
な
い
た
め
割
合
柔
軟
で
白
紙
か
ら
物
事
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
他
の
民
族

は
宗
教
か
ら
で
て
く
る
原
理
や
正
義
に
拘
束
さ
れ
硬
直
的
に
な
り
や
す
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
島
国
と
か
大
陸
と
か
い
う
地

形
（
自
然
要
因
）
が
、
人
間
の
行
動
パ
タ
ー
ン
（
行
動
様
式
）
を
大
き
く
左
右
す
る
。
そ
し
て
間
接
的
に
歴
史
に
重
大
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。

日
本
人
は
宗
教
心
が
薄
い
た
め
、
宗
教
に
い
ろ
ん
な
種
類
が
あ
る
こ
と
も
不
思
議
で
あ
る
。
本
書
で
は
次
の
よ
う
に
そ
の

特
色
を
考
え
て
み
た
。
ユ
ダ
ヤ
教
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
出
エ
ジ
プ
ト
や
バ
ビ
ロ
ン
の
捕
囚
の
民
族
的
苦
難
を
克
服
す
る
中
で
発

生
し
た
。
そ
こ
で
我
々
ユ
ダ
ヤ
人
は
優
秀
で
あ
る
と
し
、
努
力
（
状
況
対
応
）
す
れ
ば
必
ず
繁
栄
す
る
と
考
え
た
。
人
間
の

能
力
（
状
況
対
応
力
）
を
磨
く
こ
と
を
奨
励
す
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
が
拡
大
し
て
い
く
な
か
被
征
服
民
族
や

被
支
配
層
か
ら
発
生
し
た
。
人
間
の
能
力
（
状
況
対
応
力
）
の
無
力
を
感
じ
戦
争
の
現
実
社
会
か
ら
逃
避
し
た
。
精
神
世
界

で
の
精
神
的
純
粋
性
だ
け
を
求
め
た
。
本
来
消
極
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
社
会
か
ら
逃
避
し
現
実
社
会
を
拘
束
し

な
い
点
が
、
人
間
の
意
欲
（
状
況
対
応
志
向
）
や
能
力
（
状
況
対
応
力
）
を
阻
害
せ
ず
に
す
ん
だ
。
イ
ス
ラ
ム
教
は
、
マ
ホ

メ
ッ
ト
が
貧
富
の
差
が
激
し
い
社
会
を
見
て
、
平
等
社
会
を
建
設
し
よ
う
と
し
て
発
生
し
た
。
そ
の
平
等
感
は
人
間
の
素
朴

な
正
義
感
に
訴
え
多
く
の
信
者
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
極
端
な
平
等
を
推
し
進
め
て
し
ま
っ
た
。
人
間
は
皆
平
等
で
あ
る
か

ら
、
富
め
る
も
の
は
貧
し
き
も
の
に
寄
付
し
な
さ
い
と
財
産
的
平
等
を
勧
め
た
り
、
弱
者
保
護
を
勧
め
た
。
そ
の
た
め
個
々

の
人
間
か
ら
す
れ
ば
自
分
個
人
の
努
力
（
状
況
対
応
）
に
見
合
っ
た
だ
け
の
見
返
り
（
成
果
）
が
保
障
さ
れ
な
い
こ
と
と
な

っ
た
。
人
間
の
意
欲
（
状
況
対
応
志
向
）
が
な
く
な
る
と
い
う
弊
害
を
起
こ
し
た
。
そ
の
た
め
イ
ス
ラ
ム
教
の
民
族
は
停
滞

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
は
、
ア
ー
リ
ア
民
族
が
イ
ン
ド
に
進
入
し
て
原
住
民
族
を
征
服
し
、
カ
ー

ス
ト
制
度
と
い
う
階
級
が
固
定
化
さ
れ
た
な
か
で
発
生
し
た
。
カ
ー
ス
ト
制
度
の
正
当
化
を
目
指
し
て
い
る
。
自
分
が
あ
る
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階
級
に
属
し
て
い
る
の
は
前
世
の
行
い
に
よ
る
。
努
力
（
状
況
対
応
）
し
て
も
こ
れ
を
変
更
し
生
活
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
す
る
。
人
間
の
意
欲
（
状
況
対
応
志
向
）
は
全
く
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
イ
ン
ド
の
停
滞
を
も
た
ら
し
た
。

特
異
な
の
は
、
中
国
で
あ
る
。
多
民
族
国
家
で
、
民
族
が
入
り
混
じ
っ
た
た
め
、
ど
の
民
族
の
流
儀
（
行
動
様
式
）
も
通

用
し
な
く
な
っ
た
。
人
間
の
行
動
パ
タ
ー
ン
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
無
行
動
様
式
）。
混
乱
（
無
規
範
）
で
能
力
（
状

況
対
応
力
）
が
発
揮
で
き
な
い
。
中
南
米
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
も
多
民
族
国
家
と
な
り
無
行
動
様
式
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

以
上
が
、
こ
の
本
書
の
根
底
を
貫
く
基
本
的
な
考
え
で
あ
る
。
著
者
の
力
不
足
か
ら
本
文
は
難
解
な
文
章
と
な
っ
た
が
、

ご
容
赦
願
い
た
い
。
ご
理
解
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
が
こ
の
本
書
の
特
色
は
人
間
要
因
（
第
３
章
）
に
あ
り
ま
す
。
興

味
の
あ
る
か
た
は
、
最
初
に
こ
こ
か
ら
読
ん
で
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

平
成
１１
年
１
月

加
藤

寛�
心
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１
章
　
総
論



１
節
　
歴
史
の
四
要
因

本
書
の
歴
史
の
基
本
構
成
（
枠
組
み
）
の
把
握
を
簡
明
に
の
べ
る
。
理
解
を
容
易
に
す
る
た
め
多
少
独
断
的
な
表
現
に
な

る
こ
と
を
許
さ
れ
た
い
。

１
　
四
要
因
…
自
然
要
因
、
人
間
要
因
、
産
業
要
因
、
政
治
要
因

歴
史
を
制
約
す
る
要
因
と
し
て
は
四
つ
の
も
の
が
あ
る
。
気
候
・
地
形
・
地
質
な
ど
の
自
然
要
因
、
人
間
の
状
況
対
応

力
・
行
動
様
式
（
民
族
の
能
力
・
型
）
な
ど
の
人
間
要
因
、
国
家
の
基
礎
体
力
で
あ
る
産
業
の
産
業
要
因
、
国
家
の
体
制
や

政
治
な
ど
の
政
治
要
因
で
あ
る
。

２
　
四
要
因
の
序
列
…
自
然
要
因
∨
人
間
要
因
∨
産
業
要
因
・
政
治
要
因

こ
れ
ら
の
四
要
因
は
た
が
い
に
制
約
し
合
う
。
そ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
、
歴
史
は
方
向
づ
け
ら
れ
る
。
四
つ
の
要
因

の
う
ち
、
自
然
要
因
が
基
本
要
因
と
な
る
。
他
の
人
間
要
因
・
産
業
要
因
・
政
治
要
因
を
決
定
的
に
制
約
す
る
。
他
の
要
因

か
ら
制
約
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
自
然
要
因
に
つ
い
で
重
要
な
要
因
は
人
間
要
因
で
あ
る
。
産
業
要
因
や
政
治
要
因
を
左

右
し
て
い
る
。
自
然
要
因
を
除
く
他
の
三
要
因
は
、
相
互
に
密
接
に
関
連
し
制
約
し
合
っ
て
い
る
。

本
書
の
こ
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
今
ま
で
の
歴
史
家
や
社
会
学
者
の
発
想
と
は
反
す
る
。
異
論
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま

ず
歴
史
を
基
礎
付
け
る
要
因
と
し
て
、
ど
れ
に
重
点
を
置
く
か
は
別
に
し
て
、
自
然
要
因
、
人
間
要
因
、
産
業
要
因
、
政
治

要
因
の
四
つ
が
あ
る
こ
と
に
異
論
の
あ
る
方
は
な
い
と
思
う
。
た
だ
そ
の
四
要
因
の
う
ち
ど
れ
に
重
点
を
置
く
か
考
え
が
別
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れ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
よ
う
に
産
業
要
因
を
重
視
す
る
考
え
が
あ
る
。
産
業
を
下
部
構
造
と
し
て
政
治
制
度
が
決
定
さ
れ
、
政

治
が
国
民
を
支
配
す
る
。
こ
の
公
式
的
論
理
は
長
く
支
配
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
説
で
も
産
業
要
因
や
政
治
要
因
を
重
視

す
る
考
え
が
強
い
。
し
か
し
な
が
ら
エ
ジ
プ
ト
文
明
や
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
が
衰
退
し
た
の
は
、
乾
燥
化
、
砂
漠
化
と
い
う

苛
酷
な
自
然
要
因
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
世
界
を
流
浪
し
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
人
が
繁
栄
し
て
い
る
こ

と
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
と
い
う
人
間
要
因
に
よ
る
と
し
か
説
明
で
き
な
い
。
第
２
次
大
戦
で
敗
戦
し
産
業
資
源
も
な
い
日
本
が
戦

後
飛
躍
的
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
も
、
人
間
要
因
以
外
で
は
説
明
で
き
な
い
。
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
や
ユ
ダ
ヤ
教
の
民
族
や

国
家
が
発
展
し
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
の
民
族
や
国
家
が
停
滞
し
て
い
る
の
も
、
宗
教
と
い
う
人
間
要
因
が
原
因

と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
加
え
て
宗
教
は
そ
の
発
生
経
過
を
み
れ
ば
い
づ
れ
も
戦
争
を
契
機
と
し
て
い
る
。
そ
の
戦
争
は
民

族
同
士
が
接
触
摩
擦
を
起
こ
す
開
放
地
形
（
大
陸
）
で
発
生
し
て
い
る
。
日
本
の
よ
う
な
閉
鎖
地
形
（
島
国
）
で
は
本
格
的

な
戦
争
は
起
き
な
い
。
平
和
で
本
格
的
な
宗
教
は
発
生
し
な
い
。
結
局
、
本
書
は
ま
ず
人
間
要
因
が
産
業
要
因
や
政
治
要
因

よ
り
上
位
に
立
つ
と
考
え
る
。
さ
ら
に
自
然
要
因
が
つ
ぎ
の
と
お
り
、
人
間
要
因
を
根
本
的
に
制
約
し
人
間
要
因
よ
り
さ
ら

に
上
位
に
立
つ
と
考
え
る
。
ま
ず
気
候
を
通
じ
て
人
間
の
生
存
や
行
動
量
を
支
配
す
る
。
つ
ぎ
に
地
形
に
よ
る
宗
教
の
発
生

で
人
間
の
行
動
様
式
の
差
を
も
た
ら
す
。
動
植
物
界
で
も
環
境
（
自
然
）
に
適
応
し
た
種
（
生
物
）
が
生
き
残
る
。
こ
れ
と

同
じ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

３
　
四
要
因
の
主
要
要
素

a

自
然
要
因

気
候
・
地
形
・
地
質
が
あ
る
。

s

人
間
要
因

１章　総論
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人
間
の
状
況
対
応
力
（
物
事
を
対
処
す
る
能
力
）、
行
動
様
式
（
人
間
の
行
動
パ
タ
ー
ン
）
が
あ
る
（
民
族
の
能
力
・
型
）。

行
動
様
式
は
、
日
本
人
の
集
団
依
存
嫌
争
型
（
集
団
で
物
事
を
対
処
し
争
い
を
嫌
う
）
と
、
欧
米
人
な
ど
の
宗
教
依
存
好
争

型
（
神
の
指
示
で
物
事
を
対
処
し
争
い
を
好
む
）
が
あ
る
。

d

産
業
要
因

産
業
は
農
耕
牧
畜
、
工
業
、
情
報
産
業
と
高
度
化
し
て
い
く
。
ま
た
各
産
業
は
、
人
間
と
物
・
情
報
を
集
約
化
し
、
生
産

を
高
め
る
。
農
耕
牧
畜
は
単
純
労
働
土
地
集
約
（
肉
体
労
働
者
と
農
地
牧
場
地
を
集
約
）、
工
業
は
技
術
労
働
資
源
集
約

（
熟
練
労
働
者
と
資
源
を
集
約
）、
情
報
産
業
は
頭
脳
労
働
情
報
集
約
（
頭
脳
労
働
者
と
情
報
を
集
約
）
と
な
る
。

f

政
治
要
因

国
家
は
独
裁
国
家
か
ら
自
由
民
主
国
家
へ
と
進
展
し
て
い
く
。
ま
た
内
政
・
外
交
が
充
実
し
、
強
富
国
化
し
て
い
く
。

４
　
基
本
関
係

歴
史
を
直
接
的
に
制
約
す
る
の
は
、
人
間
の
状
況
対
応
力
で
あ
る
。
こ
の
状
況
対
応
力
を
制
約
す
る
の
は
第
１
が
気
候
で

あ
る
。
第
２
が
行
動
様
式
で
あ
る
。
第
３
が
政
治
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
行
動
様
式
は
地
形
が
決
め
る
。

気
候
・
地
形
（
自
然
要
因
）
が
、
状
況
対
応
力
・
行
動
様
式
（
人
間
要
因
）
を
通
じ
て
、
間
接
的
に
歴
史
を
制
約
し
て
い

る
。

a

自
然
要
因
の
他
要
因
の
制
約

①
　
自
然
要
因
↓
人
間
要
因

気
候
は
人
間
の
状
況
対
応
力
を
向
上
低
下
さ
せ
る
。
地
形
は
人
間
の
行
動
様
式
に
差
を
も
た
ら
す
。
閉
鎖
地
形
（
島
国
）

は
集
団
依
存
嫌
争
型
、
開
放
地
形
（
大
陸
）
は
宗
教
依
存
好
争
型
と
す
る
。
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②
　
自
然
要
因
↓
産
業
要
因

気
候
、
地
質
、
資
源
は
産
業
の
発
生
、
高
度
集
約
化
を
左
右
す
る
。

③
　
自
然
要
因
↓
政
治
要
因

地
形
は
、
国
家
を
戦
争
に
し
た
り
平
和
に
し
た
り
す
る
。
閉
鎖
地
形
（
島
国
）
は
平
和
、
開
放
地
形
（
大
陸
）
は
戦
争
と

な
る
。

s

人
間
要
因
の
他
要
因
の
制
約

①
　
人
間
要
因
↓
産
業
要
因

状
況
対
応
力
の
向
上
は
、
産
業
を
高
度
集
約
化
さ
せ
る
。
逆
に
状
況
対
応
力
の
低
下
は
、
産
業
の
高
度
集
約
化
を
阻
害
す

る
。

②
　
人
間
要
因
↓
政
治
要
因

状
況
対
応
力
の
向
上
は
、
政
治
面
で
自
由
民
主
化
・
強
富
国
化
さ
せ
る
。
逆
に
状
況
対
応
力
の
低
下
は
、
自
由
民
主
化
・

強
富
国
化
を
阻
害
す
る
。

d

産
業
要
因
の
他
要
因
の
制
約

①
　
産
業
要
因
↓
人
間
要
因

産
業
の
高
度
集
約
化
は
、
人
間
が
状
況
対
志
向
（
状
況
対
応
意
欲
）
と
な
る
よ
う
要
求
す
る
。

②
　
産
業
要
因
↓
政
治
要
因

産
業
の
高
度
集
約
化
は
、
国
家
に
対
し
高
度
集
約
化
の
支
障
と
な
る
人
間
・
物
・
情
報
へ
の
規
制
を
、
撤
廃
し
自
由
化
す

る
よ
う
要
求
す
る
。
中
央
集
権
を
要
求
す
る
。

f

政
治
要
因
の
他
要
因
の
制
約
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政
治
は
そ
の
権
力
の
強
大
さ
か
ら
、
人
間
や
産
業
を
規
制
す
る
方
向
に
走
り
や
す
い
。

２
節
　
歴
史
の
発
生
・
進
歩
・
衰
退

人
間
が
状
況
対
応
力
を
取
得
（
物
事
を
対
処
す
る
能
力
を
獲
得
）
す
る
こ
と
で
歴
史
は
発
生
す
る
。
ま
た
人
間
の
状
況
対

応
力
が
向
上
低
下
す
る
こ
と
で
歴
史
は
進
歩
衰
退
す
る
。

16
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１
　
歴
史
の
発
生

歴
史
は
温
暖
な
気
候
の
も
と
人
間
が
状
況
対
応
力
を
取
得
し
発
生
し
た
。
歴
史
の
発
生
は
、
直
接
的
に
は
人
間
の
状
況
対

応
力
取
得
と
い
う
人
間
要
因
に
よ
る
。
さ
ら
に
こ
の
状
況
対
応
力
は
温
暖
な
気
候
の
も
と
で
取
得
さ
れ
た
。
結
局
、
歴
史
の

発
生
は
、
間
接
的
根
源
的
に
は
気
候
と
い
う
自
然
要
因
に
よ
る
。

状
況
対
応
力
の
取
得
で
、
人
間
を
養
成
し
民
族
を
形
成
す
る
（
人
間
要
因
）。
農
耕
牧
畜
を
開
始
し
産
業
の
発
生
を
も
た

ら
す
（
産
業
要
因
）。
国
家
を
形
成
し
政
治
の
発
生
を
も
た
ら
す
（
政
治
要
因
）。
そ
の
結
果
、
歴
史
が
発
生
開
始
し
た
。
わ

か
り
や
す
く
い
え
ば
人
間
が
物
事
を
う
ま
く
対
処
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
た
た
め
、
子
育
て
も
う
ま
く
な
り
、
食
料
を
拾
い

集
め
る
の
で
は
な
く
こ
れ
を
作
り
、
活
動
が
広
ま
っ
て
多
く
の
人
間
が
集
ま
っ
て
国
を
作
っ
た
。

実
際
に
氷
河
期
以
降
最
初
に
温
暖
気
候
と
な
っ
た
エ
ジ
プ
ト
、
チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
流
域
、
イ
ン
ド
、
中
国
で
、

最
初
に
歴
史
が
発
生
し
た
（
四
大
文
明
）。
そ
の
後
、
寒
冷
気
候
か
ら
温
暖
気
候
に
な
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
、
歴
史
が

順
次
発
生
展
開
し
た
。
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